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郷土館 072（794）3354　こま遊びと和太鼓は申し込み不要。
その他は電話で１月５日㈭午前10時から受け付け（先着順）

市の中北部に広がる多田銀銅山や、多田銀銅山最後の製
錬所であった平安製錬所について知る
講師＝市職員▷費用＝団体割引の入館料▷定員＝ 20 人▷
その他＝下足袋持参

費用＝団体割引の入
館料▷その他＝
和太鼓の体験も

あり。下足袋持参

新春を祝う会

こま遊びと和太鼓

①午前 10 時―11 時② 11 時―正午
③９時半―10 時、正午―午後０時
半（雨天中止）

１月８日

①全国の珍しい民芸こま回しをこま愛
好家の枇杷絋一朗さん・喜代子さんが
披露②こま遊び体験③水舞流和太鼓

「羽衣」による和太鼓演奏 茶巾絞りや菓子木型を使って季節の和菓子を作る
講師＝いな川本舗「上政」社長の上野和信さ
ん▷費用＝ 1,000 円（入館料含む）▷定員
＝ 12 人▷その他＝エプロンと三角巾、食
品用使い捨て手袋、下足袋持参

桜ちょうちん 飾りませんか

郷土館

桜ちょうちん
あなたの名前入り。協賛金も募集
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日時　１月20日　　午後１時半―３時半
和菓子作り体験教室

日時 １月13日　　午前 10 時半―正午
多田銀銅山と平安製錬所

日時

茶巾絞りや菓子木型を使って季節の和菓子を作る
講師＝いな川本舗「上政」社長の上野和信さ
ん▷費用＝ 1,000 円（入館料含む）▷定員
＝ 12 人▷その他＝エプロンと三角巾、食

日　　午後１時半―３時半

ん▷費用＝ 1,000 円（入館料含む）▷定員
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西山 博大 
川西市議会議長

令和５年川西市長・市議会議長
新年のごあいさつ

　謹んで新春のお喜びを申し上げます。
市民の皆さまには、清々しい新年をお迎
えのことと存じます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症に
よる影響は続くものの、本市においても、
３年ぶりに清和源氏まつりが開催される
など、さまざまな行事やイベントをはじ
めとする社会経済活動が少しずつ再開さ
れる１年となりました。
　また、カタールで開催されたサッカー
ワールドカップで、日本代表チームが世
界の強豪国を相手にして、果敢に立ち向
かう姿には、日本中が大いに感動し勇気
づけられました。
　本年も引き続き、感染拡大の防止に努
めつつ、さまざまな活動がさらに活発に
なり、人と人との交流を通じて、まちに
活気があふれ、皆さまが明るく元気に過
ごせることを期待しております。
　こうした中、昨年10月の市議会議員選
挙で改選されました私たち24人は心を新
たに、議会基本条例の理念のもと、本市
の抱える多くの課題について、市当局と
真
しん し
摯に向き合い、議論を尽くし、さらな

る情報発信や政策提言を通して、魅力あ
るまちづくりに取り組んでまいります。
　どうか、本年が皆さまにとりまして、
幸多き一年となりますよう、心からお祈
り申し上げますとともに、市政への変わ
らぬご支援を賜りますようお願い申し上
げます。

謹
賀
新
年

越田 謙治郎
川西市長

　明けましておめでとうございます。市民
の皆さまにおかれましては、清々しい新
年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　さて、新名神高速道路川西インターチェ
ンジの利便性を生かした民間開発が進み、
また、中心市街地をはじめ各地で市民主
体のイベントが実施されにぎわいを見せ
るなど、コロナ禍を乗り越えて市が大きく
動き出している手ごたえを感じています。
　市は、高度経済成長期に住宅都市とし
て成長しましたが、現在では高齢化が進
み、中長期的な人口減少は避けられない
状況です。
　これからのまちづくりには、高齢化や人
口減少を悲観的に捉えるのではなく、社会
の変化に的確に対応し、そこに住む人々の
生活の質が高まる仕組みを構築していくこ
とが求められます。そして、単なる住宅都
市という特徴のみではなく、新たな価値を
生み出していく必要があります。
　本年は、第６次川西市総合計画をはじ
め各種計画の策定が本格化する一年とな
ります。いずれの計画も市の将来の在り
方に大きく関わるものであることから、
策定にあたっては市民との対話を重ねて
まいります。
　本年も市民とともに歩むという基本姿
勢を大切に、市の将来像を描き、市民と
思いを共有する一年としていきたいと考
えています。引き続き皆さまの温かいご
支援を賜りますようお願い申し上げます。

　　沿道に飾る桜ちょうちんの協賛を募集。過去に作り、持ってい
る場合は１個 1,000 円、新規の場合は１個 3,000 円。名前を入れ、
まつり当日の約２週間前から設置します。また、協賛金も募集。
清和源氏まつりPR用パンフレットに協賛者の名前を掲載予定で
す。希望者は１月 31 日㈫までに費用を持って、市役所２階の
文化・観光・スポーツ課へ。


